基礎現代化学(遠藤泰樹)過去問2004解答
（※予想解答です。間違いがありましたらご指摘下さい。）

第1問
(a)…水素、(b)…ヘリウム、(c)…ビッグバン、(d)…恒星、(e)…核融合、(f)…超新星爆発

第2問

(1) 
[image: image1.emf]
(2)
　一般に波動関数の節のあるところでは、電子密度が2つの独立した原子の状態よりも減少する(共有性が低くなる)ため、エネルギーが高くなる。1σでは節の数が0個、1σ＊では節の数が1個であるから、エネルギー状態は、1σ＜1σ＊となる。
(3)
sp混成…C2H2(アセチレン)など。

sp2混成…C2H4(エチレン) など。

sp3混成…CH4(メタン)、C2H6(エタン) など。
このうち、π結合をしているのは、sp混成とsp2混成である。
第3問

(1)

　太陽大気中のH、Na、Fe、Caや地球大気中のO2の吸収スペクトル。

(2)

　nが大きいほど青く、小さいほど赤くなる。(必ずしも可視光領域の光を吸収するとは限りませんが、題意をくめばこれくらい簡単に述べていいのではないでしょうか？)
(理由：①軌道エネルギーの差は、その分子の長さの2乗に反比例する。②E＝hｃ/λ。⇒ nが大きいと分子が長くなり、Ｅが小さくなる。Ｅが小さいと、λが大きくなる。そのλの波長の光を吸収するから、その補色が色となる。)

(3)

　分子振動

(ちなみに、回転スペクトルがマイクロ波～遠赤外光、振動スペクトルが遠赤外光～
赤外光、価電子スペクトルが可視光～紫外光を吸収)

第4問

(1)　(a)
(理由：高度が高いほど、(a)の紫外線は強い)

